
はじめに

ここに紹介するのは, �.�. シュンペータ
ー (����‒����) のマルクス論である｡ シュ
ンペーターのまとまったマルクスに関する記

述としては, 『資本主義, 社会主義, 民主主

義』 (����年) と 『経済分析の歴史』 第３編

のものが知られている｡ 預言者, 社会学者,

経済学者, 教師, の節に分けられた前者は,

シュンペーターの死後に未亡人が編集した

『偉大な経済学者. マルクスからケインズま

で』 (中山・東畑監修 『十大経済学者』 日本

評論新社, ����年) に再録された｡ 後者 『経
済分析の歴史』 では, マルクスは ｢ただ社会

学者および経済学者としてのみ｣ 扱う, とさ

れている｡ とはいえどちらも, マルクスを論

ずるには著作の全体が, とくに経済学では

『資本論』 とともに 『剰余価値学説史』 が,

参照されねばならないことを強調している｡

この二つの本格的な議論に対して, 本稿は

｢思想家マルクス｣ と題された短い新聞記事

であり, 小さな ｢史料｣ 的価値しかもたぬも

の, としてよかろう｡ 私はこの史料的価値を,

１. ����年という比較的早い時期のものであ
ること, ２. 後年には表に出ない民族間題に

触れていること, に求めたい｡ その説明は解

題にゆずる｡

シュンペーター

｢思想家カール・マルクス｣

人間の歴史は書物によって作られるのでは

ない｡ だがわがヨーロッパの文化圏には, 造

形的で教育的な力によって人びとの心にとっ

てとても大切なものとなったことにより, わ

れわれの運命とわれわれの文化とに結びつい

ているように思われ, その書の名を挙げるこ

となくしては社会史の叙述が不可能となって

いるような何冊かの書物がある｡ マルクスの

『資本論』 はその一冊である｡ わが時代とそ

の闘争の中から生まれ, 別の時代と別の闘争

を指し示すこの書は, われわれの闘いと苦悩

の力強い記念碑である｡ 友であれ敵であれ,

この書物の偉大さを感じている｡

カール・マルクスは思想家にとどまらなか

った｡ 彼は政治的活動の人でもあった｡ そし

て彼のユニークなところは, 研究者と闘争家

とが彼のうちで相互に離れがたく浸透しあっ

ており, 彼は自己の闘いに方向を示すために

のみ研究し, 研究の成果を活動によって示す

ためにのみ闘った, ということにある｡ 人生

のあらゆる困窮や迫害を通じて, 彼は自らの

思想構築の作業に忠実であった｡ そして彼の

確信が求めた行為への覚悟は, あらゆる理論

的な仕事を貫いて響いている｡ 彼の研究の進

展における歩みのどの一歩も, 政治的闘争場

裏における実践的行動を促進し, すべての政
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治的闘争は彼をたえざる思考の更新作業へと

連れ戻す｡ 認識と意志とが彼におけるほどの

高次元の統一へと織り合わさっていることは

他のだれにも見られぬことであり, 彼はわが

身とその大きな力とを厳しい自己犠牲心をも

ってこの統一に捧げたのである｡ だがわれわ

れは, いまは思想家についてのみ語ることに

しよう｡

カール・マルクスは, まずもって経済学者

であった｡ 彼はまた他の知の領域をも駆け巡

ったのではあるが, 彼の中心的作業は, 資本

主義経済の複雑なメカニズムを明らかにする

という課題に向けられた｡ 彼は限りなき周到

さと献身をもって作業に向かった｡ 彼が, 全

知識を, 当時のすべての歴史的および同時代

的な事実資料を自らに取り込んでいくさまは,

それしかできない書斎学者でもいまだかって

なしえなかったほどである｡ ケネーとリカー

ドゥから始めた彼は, まさにこの両者がつま

ずいた点で彼らを超えようとした｡ その点と

は, 資本利潤の成立の解明である｡ 資本主義

的経済に対するわれわれの態度は, その大部

分がこの問題に対するわれわれの見方にかか

っている｡ 資本利潤は, 資本主義的経済の上

部層を支えている梁であって, この梁をはっ

きり理解するのでなければ, 資本主義につい

て判断することはできない｡ マルクスはこの

問題を彼の立場から, 彼のその他の社会経済

的見方が出てきた源泉である剰余価値論と搾

取論によって解いた｡ 彼以前にも多くのもの

が, 資本主義的経済が人間による人間の搾取

に基づいており, それゆえに非難されるべき

であって, 支持できるものではない, と論じ

ていた｡ だがそれだけでは, この搾取が資本

主義体制の深奥の必然性から示されないかぎ

り, なにも言ったことにはならない｡ この証

明を行おうとする唯一の試み, それがマルク

スによるものである｡ もし彼がそれ以外の何

ごともなさなかったとしても, それでも彼は

最も偉大な経済学者の一人であろう｡

さらにカール・マルクスは社会学者であっ

た｡ 人間社会についての科学のおそらくは最

大の成果である経済的歴史観は彼の名前に結

びついている｡ 経済的関係が人間とその意志

および思考を形作り, それを通じてすべての

歴史的生起とすべての文化表出とを直接に支

配する, というのは一つの真実であって, こ

の見方はあらゆる異論を 修正主義社会主

義者のそれをも ものともせずにますます

成功裏に普及し, 世界史の巨大なパノラマを

大きな統一性のうちに 階級闘争および階

級文化の巨大なまとまりとして 理解させ

てくれる｡ マルクス以前に, そして以後にこ

の領域でなされた成果は, 歴史の社会学的意

味をはじめて把握したこの思想を前にすれば,

すべて色あせてしまう｡

一般的には, 経済理論と社会理論とは内容

と方法からして別のものであって, それぞれ

の成果はときに相互に言及されあうにすぎな

いが, これに対してマルクスの場合には両者

は一つに絡み合っている｡ 彼の経済理論は彼

の社会理論の一部であり, 彼の社会理論は経

済的事象の研究のすべての一歩に同伴してい

る｡ こうして彼の作業は, この問題について

の書物が通例はそうであるもの, つまり社会

的生活の多少なりとも重要な諸側面の一分析

とはならずに, すべての社会的存在と生成の

一つの総体理論となった｡ このことは彼に以

下のような極めて大きな特質を与えている｡

つまり, 彼が自己の立場からおよそあらゆる

問題に解答を与え, 若者には欠けるところの

ない全体展望を与えるために, これによって

武装した若者はどんな具体的な社会的状況を

も思想的に克服して自らの存在と行為とを避

けがたき必然性として捉える, という事態を

もたらすのである｡ この体系は歴史の深奥に

結びついている｡ 人間の歴史をはるかにさか

のぼった黎明の時代から今日に到るまで, そ

して今日からはるか遠き未来に到るまで, こ

の立場から見ると, 個人は原因と結果の連鎖
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の無限の系列の中に繋がれているように見え

る｡ 歴史的事態はすべて自ずから 個人が

それを望むか否かに関わらず それに続く

事態を産み出した｡ そしてすべての継起的事

態は経済的必然性に支配されている｡ この必

然性は, これを前にしては個人は無力であり,

彼に自己の階級の利害に適応してその意味に

応じて行為することを強いる｡ 現在の階級的

諸利害が過去の階級的諸利害から生じたこと,

この階級的諸利害とその抗争が資本主義的経

済をもたらしていること, そしてこの抗争の

なかから新たな社会的構成が生まれざるを得

ないこと, これらを示すことがマルクスの生

涯の仕事であった｡

社会的発展という思想は彼のどの言葉にも

脈打っている｡ そしてこの発展の最後に, そ

の暫定的な認識可能な目標として, 資本主義

の世界の内的諸関連の必然的結果として把握

された社会主義がある｡ これが ｢科学的社会

主義｣ の本質をなすのであり, このことによ

ってマルクスはその建設者となった｡ 社会主

義者たることは他の意味でも可能である｡ 単

純に社会主義を望ましいものと考えることは

できる｡ 例えばエードゥアルト・ベルンシュ

タインや, マルクス以前に一連の ｢空想的｣

社会主義者がそうだったように｡ もちろんマ

ルクスも熱き魂の全力をもって社会主義を希

求し, 生涯にわたりそのために闘った｡ だが

彼の思想家としての行いは, そしてこれが彼

を他のものから区別するものだが, それに加

えて社会主義が 望ましいか否かにかかわ

らず 避けられぬ必然事であることを科学

的に証明しようとした, というものであった｡

それは, 彼がエンゲルスとともにすでに ｢共

産党宣言｣ において万国のプロレタリアート

に告げた使命 (���������) であった｡ 社会
主義は支配者・被支配者の意志など一切考慮

せずに到来する, 社会主義者の闘っている目

標は決して消滅したり打ち負かされたりする

ことはなく, 一時の敗北や外見上の希望喪失

のときがあったところで, 最終的勝利は確実

である｡ 他の政党のどの綱領も, 党員に ｢わ

れわれはしかじかのことを望む｡ おそらくわ

れわれは実現するだろう｣ と言うことしかで

きない｡ ｢共産党宣言｣ だけが ｢なにが起こ

ろうと, われわれは勝利せざるを得ない！｣

と言うことができた｡

政治的目標とこの目標の ｢自然法則性｣ の

認識とのこのような結びつきは, マルクス主

義的社会主義を, 他の社会主義の政党目標や

他のすべての方向性から明確に区別するもの

である｡ この結びつきはマルクスを信仰の預

言者となし, そして彼を, ただ事実を説明し

ようとするか, または政治的目標を掲げよう

とするか, あるいはその二つをそれぞれ並べ

て考えているような者たちすべてをはるかに

超えた高みへともたらした｡ それは彼を, 一

つの科学の教師ではなく人間の最も偉大な教

師の一人とした｡ 彼が教えたのは研究の成果

だけにとどまらず, 同時に, 新たな来たるべ

き文化をも教えたのである｡ 彼は若者の問う

歓びを満足させるにとどまらず, それととも

に彼らの新たなる価値, 感情内容, 目標への

欲求をも満足させてくれる｡ 彼は若者に, 時

代のあらゆる現象に対する確固たる立場を与

え, 現代の精神生活の軋轢多く分断された喧

噪のなかに一つの休止点を与える｡ われわれ

すべてのなかでただマルクス主義者だけが,

時代のあらゆる現象についての定まった統一

的で明確な理論をもっている｡ これに対して

他のすべてのものは, 個々のケースそれぞれ

について自己の立場をその都度苦労しながら

決めていかねばならない それゆえにこそ,

マルクス主義者たちは, 真にマルクスにしっ

かりと依拠するかぎりは, 日々の論争におけ

る彼らの例の疑念の余地なき優位性を示して

いる｡

マルクス主義者は誰もこうしたことを書か

なかった｡ この男の偉大さは, ずっと前から

批判的武器の領域を超えて成長している｡ そ
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して彼の生涯にわたる仕事は, 歴史に彼の名

を刻印したのである 永遠に, 力強く, 消

えることなく｡

マルクス主義は, 理想主義的あるいは政治

的な綱領項目や公式的決まり文句の無思想な

価値ないし無価値を検討などはしない｡ マル

クス主義は弁証法的にことを行う｡ それは公

式の成立諸条件を社会経済的および歴史的な

諸条件から分析する｡ そしてこの決まり文句

を事実と比較し, その生成過程のなかに与え

られた発展可能性を全過程の枠組みのなかで

叙述する｡ 所与の具体例においてこの公式が

実現されないことが示されれば, この公式は

およそ事実の展開に対しては不適切であるこ

とが明らかであるから, それはうつろで誤っ

たものとして棄却される｡

だからこそマルクス主義は, 友愛とか自由,

人間性などといった言葉や綱領を軽蔑するこ

とがしばしばある｡ ただし, マルクス主義が

こうした理念のほんの一部でも実際に犠牲に

しようとしたとか, 友愛や自由や人間性が生

きた現実であるような状態を, それが自らの

主張の実現に向けたものではないから全力で

支持することはない, ということではない｡

マルクス主義が闘うもの, それは以下のよう

なスローガンである｡ つまり, その担い手と

担い手の出自に備わる指向性とを考慮すると,

それによって表現された概念と理念を実現す

るというよりもむしろ否定する傾向にあるこ

とが見込まれるような, そういうスローガン

と闘うのである｡

周知のようにマルクスは民族問題を決して

体系的に扱ってきてはおらず, 個別的に現わ

れた問題には日常闘争のなかで弁証法的立場

から触れている｡

マルクスが合州国によるカリフォルニアの

取得を支持したからといって, それはなにも

カリフォルニアの人民に暴力と圧政をもたら

すためにではない｡ 人口密度の低いこの地域

では, 発展の諸条件を欠いた精神的に蒙昧な

状態のなかで上層に支配された人間集団が暮

らしていた｡ そして合州国はこの地に, 高度

な経済的・精神的文化としかるべき富, 自覚

とブルジョワ的自由をすべての住民のために

もたらした｡

若き日のマルクスが, 自らはその歴史や構

成について当時それほど詳しく知らなかった

チェコ人や南スラヴ人を激しく攻撃したが,

それは, 彼らが高揚しつつあるブルジョワ的

自由に対抗する絶対主義的反動を支持する道

具になっていたからのことであった｡ 反動の

勝利はチェコ人や南スラヴ人にとっても長き

にわたる圧政を意味したのであり, これに対

してブルジョワジーの勝利, ないし彼らを抑

圧する支配民族の勝利は, 彼らの歴史的解放

を加速することになったであろう, と考えた

のである｡

同様に, ポーランド人国家地域における当

時の歴史なき民族的少数派の要求によるポー

ランド民族国家の形成に反対したり, 民族的

な決まり文句を引き合いに出してそれによっ

て歴史的民族の民族的解放を後退させたり,

あるいは特定地域の商売を心配するような場

合には, カール・マルクスとフリードリヒ・

エンゲルスがいつもその種の自治権を軽蔑し

たのも当然である｡

アイルランドやポーランド, イタリアの自

由を支持した熱烈な闘争家であったカール・

マルクスを諸民族の自治権に対する反対者と

みなすことは, 彼を自由, 人間性, 正義の敵

として中傷するのと同じことである｡

この問題についてのマルクス主義者の見解

は, そしてもちろんマルクスの見解も, 植民

地政策に関するエンゲルスのカウツキー宛の

書簡に見ることが出来る｡ エンゲルスはそこ

に, ｢ただ一つのことだけは確かです｡ 勝利

を勝ち取るプロレタリアートは, 他のどの民

族に対してどんな恩恵をも, それによって自

らの勝利を害することなしには, 押し付ける

ことはできない, ということがそれです｣
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【����年９月��日－訳者】 と書いている｡
もしもプロレタリアート自らが他の諸民族

を幸せにしたいと望んだとして, そのことを

マルクス主義者がプロレタリアートにとって

有害だと考えるのであれば, はっきりしてい

ることは, マルクス主義者は, 封建的 ‒資本

主義的政府の勝利が自分たちの所有階級を強

化するために他の諸民族にたいして祝福では

なく支配と経済的搾取を押し付けるような事

態を, プロレタリアートの利益を思ってそれ

だけ激しく呪わざるを得ない, ということで

ある｡

この問題においてマルクスとマルクス主義

の名を挙げるのは, 羞恥心があるならば, 避

けるのがよかろう｡����������� ����� ��������������������������������������������・・������������・・�����������������������・・����������������������������������・・��������������・・����������・・����������‒���下線
部は原文イタリック｡

解題

本稿は短いものであり, 内容的には一読し

てきわめて明快なマルクスおよびマルクス主

義の解説であることがわかる｡ 末尾の民族問

題に触れたところは, さすがに多民族国家で

あるドーナウ王朝 (ハプスブルク王朝) のか

かえる複雑な事情を反映して, 表現も微妙な

ものとなっているが, それでも基本的にはじ

つに公式的なマルクス主義の立場説明となっ

ており, マルクス主義者の手になるものとさ

え思われる｡ したがって以下では, この稿の

周辺部分から, やや外在的に記しておきたい｡

まずこの稿の初出について｡ これは, ������������������������������������������・・����������������・・����������������

����(���������) ��３に掲載された｡����年５月５日はマルクスの生誕百周年にあ
たる｡ そしてこの�������������つまり 『労

働者の意志』 紙は, ����年から����年にシュ
タイアー州・ケルンテン州の社会民主党機関

紙として発行されていたものであり, 発行地

はグラーツであった｡ オーストリア社民党指

導者オットー・バウアーはこの 『労働者の意

志』 を, オーストリアでは党の全国機関紙

『労働者新聞』 (����������������) に並ぶ労
働者階級の最大かつ最重要の新聞である, と

高く評価していた [��������]｡ 当時まだ
グラーツ大学教授であったシュンペーターが

この社民党機関紙にマルクス論を載せたこと,

これがそもそも興味深いことがらである｡

まず容易に想定してみたくなるのは, 政治

的状況を先読みしたシュンペーターが社会主

義勢力に秋波を送ったのではないか, という

ことである｡ しかし, この論稿に注目したハ

インリヒ・クルツはその見方をきっぱりと否

定している｡ 彼は新著の中でこう記している,

｢ちなみに日付からみて, この論稿がまもな

く政権につく社会主義者への日和見主義的な

取り入り策と見ることは問題にならない｡����年５月初旬には王朝の没落は定まってい
ない｡ ドイツ＝オーストリア軍は数ヶ月にわ

たってイタリア戦線を崩壊の淵から救い, ピ

アーヴェ川を超えてヴェネツィアの橋頭堡に

あったのである｣ [��������������‒�]
と｡

やはりシュンペーターにマルクス論を書く

気にさせた, 彼の認識的関心にそくした理由

を深く探ってみる必要があるように思われる｡

ただその前に, 『労働者の意志』 の発行地で

あるグラーツにもう少しこだわってみよう｡

シュンペーターのグラーツ大学就任が地元

の反対によって困難にみまわれたというエピ

ソードは比較的知られている｡ 前任者のリヒ

ャルト・ヒルデブラントは, ドイツ歴史学派

経済学の代表格の高名なブルーノ・ヒルデブ
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ラントの息子で, シュンペーターの 『理論経

済学の本質と主要内容』 (����年) に示され
るような純粋理論をおよそ評価しなかった｡

地元で勢力のあったドイツ民族派の反対やヒ

ルデブラントの旗ふりで招聘に否定的だった

教授団を黙られたのが, 皇帝フランツ・ヨー

ゼフ１世 ｢使徒陛下の至上の決定｣ であった｡����年��月��日にシュンペーターの正教授就
任が決まった｡

就任して授業を始めると, こんどは学生か

らの反対を受けたことはあまり知られていな

い [����� �����������] が, 最新の調
査ではやや詳しい事情が明らかにされている｡����年��月, 冬学期の開始期に, シュンペー
ターに反対する学生組織のデモがあった｡ こ

れは, 彼の授業や試験が厳しいことが学生に

知られてきて, これに怒った学生が起こした

ものなどではなく, 当時グラーツ大の学生の

間にドイツ民族派のヒステリックな高揚があ

って, 熱狂的な学生団 (�����������������������������������������) に結集した
彼らがシュンペーターを標的に組織的行動を

起こしたものであった｡ 彼らは ｢ギュルトラ

ー万歳！｣ ｢ヒルデブラント万歳！｣ ｢シュン

ペーター滅びよ！｣ (�������・・���������������������������������������������) さら
には ｢シュンペーター出てゆけ｣ (�����������������) と叫んだ｡ こうした敵対関係はつい
には政治的な性格すら帯びた｡ 彼はこの地方

の中産層の敵と見なされ, 第一次大戦直後

(とはいえオーストリアにとっての戦争処理

は終わっていない) の����年には, シュタイ
アー州首相がヴィーンの文部省に対して, ヴ

ィーン, つまりはオーストリア共和国からの

州の独立運動をちらつかせて, シュンペータ

ーと対立していたギュルトラーをグラーツの

教授にすることを迫った [�������‒�] と
いうのである｡

グラーツ赴任前のシュンペーターは, ベル

リーンにグスタフ・シュモラーのゼミナール

を訪れ, 英国留学ではロンドンに一年いてフ

ィリップ・ウィックスティード, エッジワー

スやマーシャルと交流し, さらにはイギリス

領エジプトのカイロでの裁判所勤務と, いわ

ば国際的な視野をもつ人物となっていた｡ グ

ラーツ赴任後も����年にはニューヨークのコ
ロンビア大学で客員教授をつとめ, 講義では

成功をおさめた｡ また彼はドーナウ王朝への

帰属意識も強く, 第一次大戦中の独墺関税同

盟計画にはドイツへの経済的従属への懸念か

ら反対していた｡ それゆえ, 理論経済学とい

う普遍世界を主戦場とした経済学者としては

ドイツ歴史学派の認識関心には飽き足らず,

さらにドイツ民族派の政治的視野に対しては

反発すら感じていたであろうシュンペーター

にとって, グラーツの空気はいたたまれぬも

のであった, と想像できる｡

この割拠性・地域性の対極をなすものとし

て, マルクス主義は, 普遍性を説く思想であ

る｡ そこで次に, ����年以前のシュンペータ
ーにとってマルクスはどう受けとめられてい

たか, という視点から考察してみよう｡

この接近法に有益な論点をクルツとシュト

ゥルンの近著が提供しており, その紹介から

始めよう｡ なお内容的にはクルツの別稿

[����] と重なるところがあり, 以下, 共著
ではあるがクルツの見解として記す｡ ヴィー

ン大学時代のシュンペーターの二人の師につ

いて, クルツは興味深いコメントを記してい

る｡ まずフリードリヒ・フォン・ヴィーザー

については, 彼の研究プログラムがシュンペ

ーターのそれ, つまり ｢大規模な社会科学的

全体像の枠の中で動態的経済理論を説くとい

う自身のプロジェクト｣ とまさに類似のもの

を示している [��������������‒�], と
する｡ つぎにベーム＝バヴェルクについては,

彼の２冊本 『資本と資本利子』 (『資本利子論

の歴史と批判』 ����年と 『資本と資本利子－
資本の積極理論』 ����年) が, シュンペータ
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ーにとってまたとない爪磨ぎ板となって彼の

理論家としての成長の糧となった, としてい

る｡ 『経済発展の理論』 に見られるベーム＝

バヴェルクを批判した利子論が手厳しく反論

され, ����年にこの師との論争をおこなうも,
翌年には追悼文を書くことになった｡ 論争の

優劣はともかく, シュンペーターは ｢資本主

義の力動学｣ を理解しようとしていた [��������������] のである｡
この二つの示唆的な表現からも分かるよう

に, シュンペーターはこの時期, 以下のよう

に考えていた｡ まず, ワルラス体系やベーム＝

バヴェルクの利子論では資本主義がたえず内

側から自己破壊的な発展を繰り返してゆく動

態性を捉えきれない, またこの発展の主要な

推進力が経済的なものであり, そしてその発

展が社会のあり方全体におよぶものであるか

ら社会諸現象は ｢文化現象｣ の全体像として

捉えられなければならない [��������������‒�], と｡
説明の便宜上, 二つに分けて取り上げる｡

第一は, 彼の全体像把握の指向性が強いこと

である｡ クルツは, 彼がアダム・スミスやマ

ルクス, ヴェーバーの大規模で包括的な体系

構想に比較されるような普遍的社会科学

(����������������������������) を新たに
描こうとしていた [��������������],
とする｡ この見方は日本人には馴染みのある,

分かりやすいものである｡ 日本では, ����年
の 『経済発展の理論』 の第７章 (佐瀬昌盛訳

｢国民経済の全体像｣, 玉野井芳郎監修 『社会

科学の過去と未来』 ダイヤモンド社, ����年,
所収), ヴェーバー編集の ｢社会経済学要綱｣

に寄稿した����年の ｢学説と方法の歴史の諸
画期｣ (中山伊知郎・東畑精一訳 『経済学史』

岩波文庫, ����年), そしてチェルノヴィッ
ツ講演を敷衍した����年の 『社会科学の過去
と未来』 (谷嶋喬四郎訳 『社会科学の未来像』

講談社文庫, ����年) を邦訳で見ることがで

き, そこにシュンペーターの包括的社会科学

への指向を読むことは容易である｡ 『発展』

の英語訳は日本語版と同じく第２版を定本と

しており, しかも英訳は第２版とも異なると

ころがあるという｡ 欠落していた第７章の英

訳紹介者も, この全体像把握の指向性を指摘

している [�������������������‒���]｡
なお 『発展』 の出版年については, 従来,����年と����年との両説が, ややあいまいな
形で用いられてきたが, 出版社のやや混乱し

た事情に原因があったようで, 実際には����
年のうちには出版されていた [�������������������] とのことである｡ 日本では
すでに塩野谷祐一 『シュンペーター的思考

総合的社会科学の構想』 (東洋経済新報

社, ����年) が出され, また彼の一連の英語
での著書・論文は上記の研究でもリファーさ

れている｡

第二は, マルクスの影響である｡ 上記のシ

ステムの全体像を与えようとする指向の最も

強烈なものはマルクス主義であった｡ クルツ

はシュンペーターがカウツキー編 『剰余価値

学説史』 (����～����年) に取り組んだこと
を強調する｡ そして ｢諸画期｣ 執筆が, ベー

ム＝バヴェルクの 『資本利子論』 とこの 『剰

余価値学説史』 の二つの著作の強烈な印象の

もとになされた, として, ペティやケネーに

対する評価はマルクスからきている [���������������‒���], とまで記している｡
『資本論』 第３卷が出された時点でベーム＝

バヴェルクが価値・価格タームの相違問題を

取り上げたが, これに対してもシュンペータ

ーは, 自らは労働価値論を採らぬ立場でマル

クス的方法の弁護をしていた｡

思えば 『発展』 における資本の購買力論に

しても, 資本主義の均衡破壊的な運動モーメ

ントをつかむ試みである｡ これは, ベーム＝

バヴェルクの議論に発する ｢強制された貯蓄｣

(ミーゼス) としてシュンペーターの 『発展』
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を経由し, エーミール・レーデラー 『景気循

環と恐慌』 (����年) での追加的信用論につ
らなる, オーストリア学派の展開の一面であ

り, しかもそれはマルクスの経済理論との対

話の中で展開したと言えるものである｡ その

意味では, 第一次大戦以前では同じドイツ語

圏でも, オーストリアにおける方がマルクス

経済理論をアカデミックな世界で俎上に載せ

る度合いは, ドイツにおけるよりも高かった

のではないだろうか｡

なおクルツの邦訳書サブタイトル (中山智

香子訳 『シュンペーターの未来－マルクスと

ワルラスのはざまで－』 日本経済評論社,����年) および論文の副題 [����] それ自
体がシュンペーターのマルクスに対する関係

を象徴的に表現している｡

シュンペータの評価したマルクスは, 資本

主義の動態を解明しようとした経済学者であ

った｡ そして経済のメカニズムを解明するこ

とにより社会現象総体を説明する視角を得よ

うとした｡ マルクス主義は経済一元論と揶揄

されることもあるが, 一元論の強みは社会運

動の方向を与えるような局面では充分に発揮

される｡ シュンペーターは, 経済学者として

経済学を出発点に一つの普遍科学を構想しよ

うとした｡ 学問的には単純な一元論の問題性

をどう解決するか, 複数の文化領域の固有性

をどう普遍性につなげるか, といった課題が

彼には浮かんでいた (前掲 ｢国民経済の全体

像｣) のであるが, いまは立ち入るまい｡

そのマルクス生誕百年の記念にさいして,

おそらくは執筆を請われたであろうその機会

に, 彼は, 自らにとってのマルクスおよびマ

ルクス主義のエッセンスを盛り込み, 少しだ

け社民党機関紙用の衣装をまとわせたこの一

文を草する気になったのではないか｡

すでに触れたように, シュンペーターはド

ーナウ王朝への帰属意識が高い人物であった｡

その彼が, 王朝内の民族派の独立志向に批判

的であったであろうことは容易に想像できる｡

グラーツで体験したオーストリア・ドイツ民

族派からポーランド, チェコ, 南スラヴにわ

たる動きが, 大戦の勝敗はともあれ, 戦後に

独立に向かうことを恐れていたシュンペータ

ーは, マルクス主義がこの動きに対抗する質

をもつものと考えていたであろう｡ つまり,

マルクス主義を多民族国家維持 (延命) の一

要素と見立てて, 本稿におけるような民族問

題への言及となったのではないか｡ 末尾の表

現は, 少なくともマルクス主義者が民族独立

運動に加担して帝国分裂を促すことにだけは

釘を刺しておきたい, という意識の表われで

あろう｡

ちなみにこの����年, グラーツでシュンペ
ーターが ｢マルクス｣ を社民党の地方機関紙

『労働者の意志』 に書いたあとまもなく, ヴ

ィーンでヴェーバーが社会主義について帝国

軍諜報将校団相手に講演している｡ どちらも

大戦末期の, 後知恵では消滅まじかのハプス

ブルク帝国でのことであった｡

文献���������������������������・・��������� ���・・����� �������������� ������������������������・・�������������������� (�����)������������������� �������������������������� ���������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������・・����������・・�����������‒�����������������������・・����������������������������������������������������������������������������������������������・・������������������・・��������������������������������
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�������・・����������������������������������������������������������������������������� ���������������
付記

本稿は, 立教大学国際センター派遣研究員

制度の援助を受けた研究の一部である｡ グラ

ーツ大学シュンペーター・センター長ハイン

リヒ・�・クルツ氏には受け入れ人になって
いただき, また新著と発表準備中の原稿を下

さって意見交換の機会をつくっていただいた｡

心より感謝したい｡ またカール・アッハム氏

は会話の中で本稿収録の論集編集者ベーム氏

の作業を高く評価され, このテクストのコピ

ーをすぐに用意して下さった｡ 氏のご厚情に

感謝する｡ なおアッハム氏の論稿 [�����]
は, その短縮修正版の拙訳が茨木竹二編 『ド

イツ社会学とマックス・ヴェーバー』 (時潮

社, ����年) に収録されている｡
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